
古いオープンシステム上のプログラム資産を新たなオープンシステム上で動作するよう移行します。
例：HP-UX COBOL85など

システムのマイグレーションをご検討中の方に、マイグレーションを成功させるポイントをご紹介します。

「システムが複雑化・老朽化・ブラックボックス化している…」
「刷新したいが品質確保やリスクが心配…」にお応えします。

複雑・特殊な
処理は刷新化
後も使える？

機能面
現行システムに
精通した社員が

不足・・・

人材作業期間は
どのくらい？

期間

本サービスは、当社がこれまで培った実績をもとに「手順とツール」として開発したものです。これにより、安定した品質でのマ
イグレーションを実現します。お客さまにて実施するテスト以降の工程については、問い合わせ対応などでご支援します。

要件定義
AP方式設計・

コンバージョン開発
テスト

データ移行＆
業務移行

刷新化
システム運用設計

システム
環境構築

マイグレーションのプロセス

マイグレーションの理解 システム開発とマイグレーションの違いの理解が大切です。1

工程ごとのチェックポイントの明確化
工程ごとにチェックが必要なポイントを明確にして、マイグ
レーションの進め方を具体的にイメージすることが大切です。2

確立された作業手順の適用
確立された作業手順を適用することで、安定したマイグ
レーション品質を実現できます。3

システムのマイグレーションを成功させるポイント

オープンシステム・刷新化
移行支援サービス

刷新化により
処理性能が低下
することはない？

性能面

確立された作業手順がマイグレーションを成功に導く

要件定義 AP方式設計 コンバージョン開発 テスト後方支援

分析診断
サービス

マイグレーションの範囲

活用資産を明確化します
• 活用対象システムの資産整理
• 移行方式概略設計
• サンプルコンバージョン実施

適切な方式を設計します
• プログラム移行方式設計
• 運用系移行方式設計
• 帳票・画面定義移行方式設計

高品質の移行を実現します
• コンバーター改修
• 各種コンバージョン（プログラム、

運用系、帳票・画面定義）
• コンバージョン単体テスト

問題を早期に解決します
各種テストの支援
（組み合わせテスト、連動テスト、
総合テスト、運用テスト）



現行システム 刷新化後

OS Windows、HP-UX、AIX Linux、Windows

プログラム
COBOL85､COBOL2002、C、
Java、Visual Basic

COBOL2002、C、Java、VB.NET

運用系 各種Shell、バッチファイル 各種Shell、JP1/advanced Shell、BJEX

画面定義 XMAP3 XMAP3、Java＋JSP

帳票定義 XMAP3、EUR、PDE for Open XMAP3、EUR、PDE for Open

データベース定義
HiRDB、Oracle Database、
SQL Server

HiRDB、Oracle Database、
SQL Server

■オープンシステム・刷新化移行支援サービス適用の効果

システム刷新でDX推進を

OS・言語・ミドルウェアのバージョンアップが必要な場

合や、保守・サポートの期限が迫っている場合は、

システムの刷新が急務です。

DX
推進 独自のコンバージョンツール

⚫ 独自のコンバージョンツールにより改修を自動化し、

開発を大幅に省力化します。

コスト

刷新することにより、古いオープ

ンシステムが抱えるコスト、セキュ

リティリスク、人材不足の課題に

対応できるようになります。

⚫ 機械変換率は90％以上。

コンバージョンツールのカスタマイズ

により、95％以上に高めることも

可能です。

■さまざまな移行パターンに対応
移行パターンの一例です。下記以外のパターンについても提供可能です。まずはお問い合わせください。

■サービス適用実績
当社のマイグレーション実績は200件以上。幅広い業種・業界でマイグレーションの実績があります
（2021年3月時点）。

当社のマイグレーションの実績は200件以上（総計 約140Ms）

運輸 官公庁 不動産 製造 産業 通信 大学
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